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1．　 は じめ に

　女性の 高学歴化が進ん で い る 。 これ を 支え る女性 の 高い 教育 ア ス ピ レ ー シ ョ ン は ，

何故に 生 じて い るの だ ろ うか 。

一般に 男性に つ い て い え るの は ， 高い教育 ア ス ピ レ ー

シ ョ ン は高 い 職業 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン に 結び つ い て い る とい うこ とで あ る。 米国な どに

比 べ
， 近年 ， 日本で は 教育ア ス ピ レ ーシ ョ

ン は 明確で あるが ， 職業に つ い て は 明確な

ア ス ピ レ ーシ ョ ン を持 たな い ケ ー
ス が 多い とい われ る 。 実際75年 SSM 調査に お い て

も，
ホ ワ イ ト ・カ ラ

ー
，

サ ラ リー マ ン
，

エ ン ジ ニ ア と い っ た 漠然 とした 職業 ア ス ピ レ

ー
シ ョ ン を 回答す る者が か な りい た

（1）
。 しか し，高学歴 を必 要 とす る職業が志向され

て い る こ とは 確か で あ り，教育 と職業が セ ッ トに な っ て 志望 され て い る こ とは 確 認で

き る。

　し か し ， 女性 の 教育 ア ス ピ レ ー シ
ョ

ン は ，
1識業ア ス ピ レ ーシ

ョ
ン と セ ッ トに して 考

え る訳に は い か な い
。 高学歴女 性 で あ っ て も多 くは ， 卒業後 ， 就 業 しな い ま ま結婚 し

家庭に 入 るか ， 就業す る と して も， 結婚を予期 した 上 で の 数年間の み の 就業で あ る 。

こ の 場 合 ， 職業生 活を 自己 の 人 生の 主要期間に わた っ た 前提 と しな い 点に お い て ， 職

業 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン を抱 い て い る とは 考え難 い 。 そ れ で は ， 女性の 教育ア ス ピ レ
ー

シ

ョ
ン は 何 と結び つ い て い る と考 え るべ きで あ ろ うか 。

　本稿に お い て は ，女性 の 教 育 ・職 業等 ア ス ピ レ ーシ ョ ン を捉 える枠組 を理 論的に 検

討 し ， その ．ヒで ， 1 つ の 方法 と して ， 高い 職 業達成 を して い る女性達の ア ス ピ レ ーシ

ョ ン を分析す る 。 こ れ に は ，84年に 行 っ た 「女性管理 職に つ い て の 予備調査
…

ニ
ュ

ー

n 一 ク ・東 京：比 較
一

」 の 結果を用 い る 。

2． 女 性 の ア ス ビ レ ーシ ョ ン を 捉え る 枠組

ア ス ピ レ ー シ
ョ

ン に 関す る 実証的研究は ， 日本で は ， 近年ほ とん ど行わ れ て い な
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い 。 これ は ，成人に 対 して行 えば ， 回顧的な質問 とな り ， 現在の 状況 との 関連で バ イ

ア ス がか か っ て くる こ とは避け られ ない し ， 15歳青少年な ど， こ れ か ら教育達成，職

業達成をする人 々 を対 象 として も， その 5 〜 10年後の 追跡調査 は ほ ぼ不 可能 と考え ら

れ るため で あ る 。 「大 き くな っ た ら 何に な りた い か」 とい う類の 子 ど も調査 は 時 々 み

か け るが ， あ る回 答を した 子 どもの教育達成 ， 職業達成が不 明で ある 以上 ， 単 に あ る

時代の 子 ど も意識の 反映 とい う以 上の 解釈は 非常に 難 し い 。

　 しか し ， そ うした状況を お さえた上 で ， 実証計画に の せ る に は ， やは り， 回顧的 方

法に よ るか ，青少年調査を つ み重 ね て 考え る しか ない 。 米国に おい て は ， 青少年の 職

業 ア ス ピ レ ーシ ョ ン に 関す る多 くの 調査が行われて い る
（2）

。 日本で は 1980年国際児童

年の 調査 に くみ こ まれた もの が代表的で ある
（3）

。

　 また 75年 SSM 調査 に お い て は
， 男性 サ ン プ ル の み で は あ るが ， 教 育 ・職業 ア ス ピ

レ ー シ ョ ン が と りあげ られた 。 こ の 調査で ， ア ス ピ レ ーシ ョ ン を抱い た 五5歳時が第 2

次大戦 （1945年）以前で あ り， 教育達成 ・職業達成が 戦後に またが っ て い る世代に お

い て ， い くつ か の 興味深い 結果が え られた こ とをみ る とぎ， 回顧的で は あれ ，
こ の 方

法は ， ア ス ピ レ ー シ ョ ン を抱い た 時期 と達成時 との 間に ， 大 きな社会変動が生 じた 場

合 ， 教育 制度，職業構造 の 変動に 適応 しつ つ ，人 々 が どの よ うな コ
ー

ス を選択 して い

っ た か の 発見に 多 く寄与 した 。 すなわ ち ， 仮説検証的で は な くとも， 問題発見的寄与

を した の で あ る
（4）

。 こ の 意味で ， 女 性の ア ス ピ レ ー
シ ョ ン に つ い て も ， まずは ， 閇題

発見的な ア プ ロ ーチ が必 要 と考え られ る 。

　75年 SSM に おけ る ア x ピ レ ーシ ョ ン 変数の 位置づ けは ， 図 1 の よ うな モ デ ル に よ

る もの で あっ た 。 しか し ， 女性に つ い て の 問題は ， こ の 職業に あた る変数を単純に 設

定する わ けに い か ない 点に ある
（S）

。 先に もふ れた よ うに ， 高い 教育ア ス ピ レ ーシ ョ
ン

は 抱 くが ， 職業 ア ス ピ レ ー シ ョ
ン は 皆無に 近い 多 くの ケ ー

ス を ど う位置づ け る の か 。

まず ア ス ピ レ ー シ
ョ

ン 段 階で ， 成人後の ラ イ フ コ ース 選択上 ， 職業を 志向す る場合 と

しない 場 合が あ りうる 。 職業に つ か ず， 結婚ア ス ピ レ ー シ
ョ

ン を持つ ケ ース で あ る。

この ケ ー
ス で は ， 高い 教育 ア ス ピ レ

ーシ ョ
ソ は ， よ り条件 の よい 結婚 と結び つ くこ と

に な る 。 条件 の よ い 結婚 とは ， よ り高い 社会的地位に あ るか ， 高い 社会的地位 に つ く

可 能性 を も っ た 配偶 者の 獲得 と考 え られ る 。 こ こ で は ， 女 性の 教育 ア ス ピ レ ー シ ョ ン

は ， 自己 の職業で は な く， 配偶者の職業に 対す る ア ス ピ レ
ー

シ ョ ソ と結び つ くとい う

モ デ ル が 成立す る 。 こ の ときの 女性の 教育 ア ス ピ レ ー
シ ョ ン は ， 適切な高さ （タ ーゲ

社会経済 的

背景

教育アス ヒレ
ーショ ン

教 育達 成　　　職業達 成

職業アスピレーショ ン

図 175 年 SSM に お け る ア ス ピ レ ー シ ョ ン 変数の 位置づ け
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ッ ト とす る配偶者 との 関連で ， 高す ぎない とい っ た 程度）を志向する こ とに な る 。

　現在 ， 日本女性の 高等教 育 ア ス ピ レ
ーシ ョ

ン に おい て ， 4 年制大学 で な く短大をめ

ざす人 が 相変わ らず 多い の は ， 職 業機会 と の 関連があ るに せ よ ， 卒業年齢 と結婚年齢

との 適切な距離 お よび 配偶者 よ り高い 学歴を もた な い こ とに よ り選択範囲 を広 くと

る た め との 考慮に 由来してい る と考え られ る。 また皇太子妃の 条件に ， 中高等教育に

お い て 共学 で ない こ とが入れ られ て い る よ うに ， 伝統的に は ， 結婚ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン

は ， 教育 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン に お け る適切な レ ベ ル の み な らず ， 女子校 で ある こ とや ，

女 ら しい 専攻 （理 科系 よ りは 文化系 ， 文化系の 中で も社会科学系よ りは 人文 系が好 ま

れ ， 特に 文学に 人気が高い ）で ある こ とな どと結び つ く。 こ の 偏向は ， 結婚前に で き

るだ け男性 との接触チ ャ ン ス を少な くし， 職業 へ の ア ク セ シ ビ リテ n を不 特定か つ 最

小に して 結婚を待 つ とい う姿勢か ら来て い る と考え られ る
 

。

　 しか し こ の 結婚 ア ス ピ レ ーシ ョ
ン は ， 職業 ア ス ピ レ

ーシ ョ ン の 1種 と して 位置づ け

られ る もの ばか りで は な い
。 「あ る社会的地 位に あ る 男性」 の 妻 とい う地位 ア ス ピ レ

ーシ ョ ン と， 配偶者の 地位に は 関心 が な く， 結婚家族に お け るあ るラ イ フ ス タ イ ル を

志向す る もの が含まれて い る 。 男性 の 地位決定要素の 主要 な もの が職業威信で あ る と

す る と， それ に は 無関心 だが ， あ る ラ イ フ ス タ イ ル を可能に す る 財産 ， 収入な ど経済

的基盤に 主要に 志向する場合で あ る 。 こ の 場 合は ， こ うした基盤に 立 っ た上 で の 社会

参加 の結果 として の 非職業的地 位 （PTA ， 地域 コ ミ
ュ

ニ テ ィ ， ボ ラ ン テ ィ ァ 活動 ，

文化サ ーク ル な どの 組織内地位な ど） へ の志 向が背景に 多 く存在する 。 これは 配偶者

地位志向の ケ ー
ス に お い て も， もち ろ ん 存在 して い る と考 え られ る 。 米国 の フ ァ

ース

ト レ デ ィ に 代表され る よ うに ， 往 々 に して ， 高い 地 位に ある 男性の 妻は ， 高い 非職業

的地位 へ の ア ク セ シ ビ リテ ィ が大 きい 。

　 こ の よ うな ， 現状に つ い て の 素朴 な問題 抽出か ら ， 女性 の ア ス ピ レ
ーシ ョ

ン を 整理

して み る と，まず，教育 ア ス ピ レ ーシ ョ
ン は ，

　（0） 純粋に 人間 とし て の 向上 の た め

　 （1） ある職業的地位の 配偶者 との マ
ッ チ ン グ の た め

　（2） よ き結婚生 活を維持す るた め

　 （3） 自己 の 職業的地位に対す る志 向

と結び つ い て い る と考え られ る 。 こ れ らは ， 教 育 ア ス ピ レ
ー

シ ョ
ン に 含まれ て い る諸

志 向で あ る と同時 に ， 職業 ア ス ピ レ
ーシ ョ

ン の 一部 をなす もの で あ る 。 ゆ は 抽象的ア

ス ピ レ
ー

シ ョ ン で 結婚や職業 と も結び つ い て い な い
。 （1）は 専業 主婦 ア ス ピ レ ー シ ョ

ソ
，   に は ， 専業主婦志向 と，職業志向が混在 して い るが ，い ずれ も結婚生 活を第

一

とし ， こ の 維持に 貢献する 範囲で の 職業 ア ス ピ レ ーシ ョ
ン し か 持た ない 場合で ある 。

40年前の べ テ ィ
フ リーダ ン の 選択 もこ れ で あ っ た

〔7）

。 （3）の み が ，男性 と同様に と り扱

い うる職業ア ス ピ レ ー
シ ョ

ン で あ り， 具体的職業イ メ ージ もあ り， か つ それ に 本当の

野 心 を こ め る と考え られ る もの で ある。 以上を と りま とめ る と ， 職業 ア ス ピ レ ー シ ョ
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コ

a．尊 業主婦志向

3．純 1｝．・く業志向

図 2　女性 の 教育
・
職業 ア ス ピ レ

ー
シ ョ ソ を構成す る諸志向

ン に つ い て は ， 次の 3 つ の 志向が含まれて い る と考 え られ る 。

　（1） 専業主婦志向

　（2） 家庭優先的職業志向

　（3） 純粋 な職業志 向

　そ して ， これ ら と， 非職業的地 位 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン が交 錯 す る 。

　以上 の よ うな 女性 の ア X ピ レ ーシ ョ
ソ を捉 え る モ デ ル は ，図 2 の よ うに な る 。

　実際に どの よ うな達成 をす る に せ よ ， 女性の ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン は
・．一

般 に，図 中に矢

印で 示 した よ うに 、 1 − a ，2 − a
， 2 − b ， 3 − c とい っ た 組 合わせ を とる と考え る

こ とがで きる 。
こ の うち ， 男性 モ デ ル と同様に 考え うる の は 3 − C の み で あ る 。 しか

し ， こ うした理念型の 抽 出は で ぎて も， 現実に 3 − c の タ イ プが存在 し うる か とい う

点に つ い て は ， 議論が必要で あ る c 女性 の ラ イ フ コ
ー

ス の 中で ， 典型的に 考慮 しなけ

れ ば な らない ，妊娠 ・出産 ・育児の 一部 （授乳に 代表 され る よ うな）は ， 生物学的要

囚に 規定 され て お り ， 役割代替が不能な もの で あ る 。 意図的に 制御可能な部分は ， 昔

に 比べ 非常 に 拡大 して い る もの の ， 典型的 モ デ ノけ こ は組み 込む べ きイ ベ ン トで ある 。

こ れ らを選択的に 回避す る ケ ー
ス は ，最近増加傾向を示 して は い る もの の ，典型的で

は あ りえな い し ， また 女性 モ デ ル を 男性 と区溺 して 構成す る必 要 もな くな っ て くる 。

すな わ ち ， 3 − c の タ イ プ に お い て も， こ うした 女性特性は 何 らか の 影響を与え て い

る と考え る べ きな の で あ る 。 米国に お ける望 ま し い 仕事の 価値 （occupational 　value ）

に つ い て の ル プ トー （Lueptow ）の 研究で は ， 1964年 と1975年 の 大学卒男女に調査を

行 っ た とこ ろ ， 女性は ， 他 の 人 々 と仲良 く働け る仕事 ， 人 の た め に な る仕事 ， 能 力を

生 か せ る仕 事 ， 創造的な仕事な どが高 く， 男性で は ， 高い 収入 の 得 られ る 仕事，高い

地 位 の 仕事，監督者か ら 自匚bな 仕事，リー ダ ー
シ ッ プ の とれ る仕事な どが高か っ た

〔8＞
。

こ の 違 い は ， 1975年に お い て もあま り変化がみ られず ， 男性に お い て僅 か に ， 仲好 く

働け る仕事が ヒ昇して い るの み で あ っ た 。 こ の 差異を生 みだ して い る の は ，
一

方で は

職業機会へ の ア ク セ シ ビ リ テ ィ の 問題で あ ろ うが，女性 自身が 成人 する まで に 社会化
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ン

の 過程で 獲得 し て きた ， 女性特有の 制的条件下 の 価値志向に よ る もの と考えて よ い だ

うろ 。 女性が 仕事に 期待 して い る の は ， か な り自己完結性の 高 い 価値で あ り， 職業 内

の 社会的資源一収入 ， 地 位 ， 権力 ， 自由裁量権な どは ， は じめ か ら期待 して い ない の

で ある 。

　 また ，
マ リー 二 とグ リー ン バ ーガ ー （Marini ＆ Greenberger）は ，

　 NLS （Nat三〇−

nal 　L 。ngitudinal 　Survey 。f　Young 　Americans）の 職業ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン に 関す る

デ ータを再分析 し ， 職業 ア ス ピ レ ーシ ョ ン に お ける性差を示 した
（9）

。 こ れ は ， 14歳か

ら22歳 まで の 青少年男 女を対象 とした全 国 調査 デ ータ （有効サ ン プ ル 男子 5，
073名 ，

女子 4
，
　036名 ）で ，つ ぎた い 職 業を尋ねた もの で あ るが，女子 の 方が，選んだ 職種が

少な く， 10種類 の 職業に 47．5％が集中 して い た （男子は 39．5 ％）。 女子 自身が ， すで

臺こ 幅の 狭 い 職業選択を し て い る の で ある 。 さ らに マ リ ー
二 とブ リ ン ト ン （Marini ＆

Br三nton ）は ， 職業に つ い て性差 判定を させ た結果 に 関 し， 女性 の つ く職業 と判定 し

た 女 子対 象老 の 比率に よ っ て ， 職業を 3 つ の カテ ゴ リーに 分類 した
（10冫

。 60％以 上 の 女

子 が 女性 の つ く職業 と判定 した もの を女性的職 業 ， 30〜 59％の もの を性差 の な い 職

業，30％以 ドの もの を 男性的職業 と して ， こ れ ら各 カ テ ゴ リー別 に ア ス ピ レ ー シ ョ ン

を 分析 し ， 国 勢調査 （1970）に お け る男女従事者比率を対応 させ た 。 これ が表 1 で あ

る 。 これをみ る と， ア Z ピ レ
ー

シ ョ ン 以上 に ，

一
般的職業達成に は性差が あ り， 女性

が ， 女性的職業 カ テ ゴ リ ーに 集中 して い るの が わ か る 。

　 こ うした 研究は ， 女性が ， 3 − c の タ イ プ に お い て 制的条件を 考慮 しな い か ， 過小

に 評価 し て ア ス ピ レ ー
シ ョ

ン を抱 い た 場合 ， 達成の 困難 さか ら， 多 くの コ ン フ リ ク ト

に 遭遇せ ざるを えな い 現状を予測 させ る 。 しか し ， 職業達成前の 青少年に おい て は ，

実際に は達成不能に 終わ るに せ よ ， 3 − c の タ イ プに は ， 男性 と同 じ意味に お い て ， ア

表 1 職業 ア ス ピ レ ーシ ョ
ン お よ び 職業達成に お け る性差

　　　　 　　　　 職業 ア ス ピ レ ーシ ョ ン
（1）

職 業 判 定 　一一 一一一一一 ．一

　 　 　 　 　 　 　 　 女 　 　子 　 　 　男　 　子

職　　業 　　達 　　成
（2）

’
女　 　性 男　 　性

男 性 的 職 業

性差 の な い 職業

女 性 的 職 業

34，6％

12．652

．8

86．5％

9．4

・1．1

12．5％

17．669

，9

78．0％

1！1．77

．3

TotalN 100．04

，
036

ユ00．0　　　　　 100，0　　　　　 100．0

5 ，
073　　　　27， 497， 081　　　　46， 028， 117

ω　 National　 Long1tudinal　 Survey　of 　 Young 　 Americans （NLS ），
1979．

t2：：・ 1970，　Census　of 　Population
，
　VoL　 2，

　pt．7 （a），
　Table　1．

出典 ： M ．Marini ＆ Brinton
，
　MC ．

，

“Sex　StereQtyping　in　Occupational　 So−

　　　cialization
，，

　 in　Sex 　 Seg7egation　in　the 　WOi
・kPlace：　T7end

，　Exl 》la曾

　　　nations ，　and 　Remedies ，　 B．　Reskin　ed ．，　National　Acadelny 　Press
，
1984．
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階
「礪 成　 　　

1

ー　
I　
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
I　　　　　　　　
I

職
業
達
成

刷
業 il

鑑il
篷巨
成 一

家族内地位達成

結　出　育
婚　産　児

配偶者の 地位達成

図 3　女性の ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン と地位達成の 枠組

ス ピ レ
ー

シ ョ ン を抱 く者が存在 して い るで あ ろ う。 もち ろ ん ， 既に の べ た よ うに ， 無

意識下 の バ イ ア ス に よ っ て ， ア ス ピ レ ー シ
ョ

ン に 制限が加 わ っ て い る ケ ー
ス の 方が 多

い と予測 され る 。 こ うした バ イ ア ス は ，
a

，
　 b の タ イ プ を 含め

， 女性的な役割志向を

獲得す る フ ェ ミ ＝ ン ・ソ シ ア リ ゼ ー
シ ョ ン の 過程で 形成 され て くる 。 こ の 効果は ， 社

会経済的背景
一

出生年 （時代）， 出生
・
生育地 ， 家族構成 ， 出身階層 ， 両親の 学歴 や

職業
一

に 加え て ， 両親 の期待や し つ けで 強調された価値 （家族的要 因），
マ ス メ デ ィ

ア に よ っ て 伝達され た価値 （マ ス メ デ n ア要因）， 学校教育 で 強調 され た価値 （教育

的要因）お よび こ れ らの 複合効果な どか ら構成 され て い る と考 え られ る
（11）

。

　これ ま で述べ て きた 諸要因間の 関連を 図示 する と図 3 の よ うに な るで あろ う。 社会

経済的背景は ，あ る独特の ソ シ ア リゼ ー
シ ョ ン 過程を 用意する。

こ の 効果は ， 教育 ・

職業 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン を 規定 し ， あ る教育達成に 至 る 。 そ し て そ の 結果 ， ある地位達

成 を する こ と に な る 。 女 性 の 地位達成 は ，職業 達成，家族内地 位達成 ， 非職業的地位

達成な ど の 相互 連関関係 と い う形 で 示 され る で あ ろ う。 そ し て ， 家族 内地位達成は ，

女 性 の ラ イ フ イ ベ ン トとの 関連の 中で 決定 され ， 配偶者の 地 位達成 に よ っ て規定 され

るで あろ う。 女性は ， どの よ うな ラ イ フ コ ース を選 択す るか に よ っ て ， 地 位達成内の

3 つ の 要因の うち ， い ずれ か 1 つ
， 2 つ

， ある い は 3 つ の すべ て を達成 し て ， 自己 の

地 位達成を 完成 す る こ とに な る 。 女性 の 地 位 で ， こ れ ら 3要因 の うち い ずれ に よ っ て

最 も強 く規定 され て い る の か ， また総合合成 的で あ るの か な どに つ い て は ， 理 論 モ デ

ル の レ ベ ル で は判定で きない 。 段階的実証研究を通 して 明 らか に す べ き問題で あろ う。

3，　 女性 管理職調査の 概要

　1984年 10月に ， ト ヨ タ 財団 の 助成を うけ て 企業女性 管理 職の 東京一 ニ
ュ

ー ヨ ー ク比

較 予備調査を行 っ た
（12 ＞

。 対象者は ， 東京圏 （東京 ， 神奈川 ， 千葉．埼玉），
ニ

ュ

ー ヨ
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女性の 職業 ア ス ピ レ ー シ ョ ン

一 ク （マ ン ハ
ッ タ ン ）在の 製造業の 会社の 女性管理 職で あ る。 東京に つ い て は ， r会

社職員録』 （ダ イ ヤ モ ン ド社）の 中か ら， 女性管理 職 （部長職相当以上）を リ ス トア

ッ プし ， 357名 （上場 84名 ， 非上 場 273名）を母集団 とした 。 ま た ニ

ュ
．
・一ヨ ー ク に つ い

ては ，
マ ン ハ

ッ タ ン 在の
一

流企業女性管理職 者 リ ス ト （Manhattan 　Retrieval　 List）

掲載 の 4，545人 を母 集団 と した 。
これ は ， 社長 ， 副社長 ，

プ Pt ジ ェ ク ト ・リ ーダー
，

デ ィ レ ク タ ー職を掲載 して い る 。 業種 を コ ン ト ロ ール す るた め ， 比較的組織内地 位 シ

ス テ ム が 安定て い る製造業に 限定 した と こ ろ ，東京は 69名で あ っ た 。 数の 整合の た め

に ，
ニ

ュ

ー ヨ ー ク は ， 70名を ラ ソ ダ ム サ ン プ リ ン グに よ り抽出 した 。

　調査は 質閔紙の 郵送怯で 行っ た 。 有効 サ ン プ ル は ， 偶然 に も各 15名ずつ で 回収率は

約22％で あ っ た が ， 東京に つ い て は ， 名 目役員の 辞退が 多 く，
ニ

ュ

ー ヨ ー ク に つ い て

は ， 移動に よ る不 能 （こ の 分を差 し引 くと回収率 42．9％）が 多か っ た 。

　調査 デザ イ ン は ，
マ ネ ジ メ ン ト ・ス タ イ ル

， お よび ， 家庭と職業 の両立な どの 文化

差を中心 とし て お り， これを 説明す るため に ， 社会経済的背景 ， お よび社会化効果 ，

教育 ・職 業 ア ス ピ レ ーシ ョ ン
， ラ イ フ イ ベ ン トの 時期 ， 価値観な どを尋ね た 。 本稿に

お い て は ， ア ス ピ レ
ーシ ョ

ン 関連項 目に つ い て 報告す る 。 サ ン プ ル 数が少な い た め ，

83 年 ， 84年 に 行 っ た ，
ニ

ュ

ー a 一 ク の 女性管理職 イ ン タ ヴ ュ

ー 調 査の 結果 も併用す

る 。 こ れ は対 象者任意の 先行的調査で あ っ た 。

　比較上 の 問題点の 1 つ は，対 象者の 平均年齢が ， 東京51．1歳， ニ
ュ
ー ヨ ー ク 36．9歳

と約 14年の 開きが ある こ とで あ る 。
ニ

ュ
ー ヨ ー ク サ ン プ ル の 中心 は ，い わ ゆ る ベ ビ ー

・ブ ーマ ー （団塊の 世代）で あ り，
こ の 独特の 傾向 と文化差 の 判別が不可 能な部 分が

多い 。 こ の 点に つ い て 留意 しな が ら ， ア ス ピ レ
ー

シ ョ
ン に つ い て み て い こ う。

（1） 教育 ・職 業 アス ピ レーシ ョ ン

　教育に つ い て は 15歳時 ， 職 業に つ い て は ，
12

，
15

，
18歳時の 3 時点に つ い て 尋 ね

た 。 職 業ア ス ビ レ ー一シ ョ ン に つ い て の 質問 は 「あな た は ， 12歳 ， 15歳 ， 18歳頃 ， 将来

成人 した ら， どの よ うな人生 を 選び た い と 考えて い ましたか 。 当時考え て い た こ とを

お答え くだ さい 。 もし，職業に つ こ うと考えて い た場 合は ， どの よ うな職種 で あ っ た

か も， お 答え下 さい 」 とい う形に し，結婚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 2 結婚歴
ア ス ピ レ ー シ ョ ン 等 との 関連が す くい 上 げ

られ る よ う工 夫 した 。
こ の 結果 ニ

ュ 　一一ヨ ー　　　　　　　東 　　京　ニ
ュ ．一’ヨ ー ク

ク で は 6 名が ， 職業 ア ス ピ レ
ーシ ョ

ン と と

もに ，「結婚 して子供を産む 」「母に な る」

な どの 回答を して い る （12歳時）。
こ れ は

18歳時で は 2 名に 減 っ て い る 。 しか し，東

京 に つ い て は ，
こ の よ うな 回答は え られな

か っ た 。

一
方で 結婚歴に つ い て 尋 ね た とこ

ろ （衷 2 ）， 既 婚が， ニ ュ
ー ヨ ー ク 6 名 ，

婚

婚

別

別

K

未

既

離

死

D

　 　 （％）

53．3（8）

26．　7（4）

6．7（ 1）

13．3（2）

　 　 （％）

20．　0（3）

40．　0（6）

33．3（5）

6．7（ 1）

Total　　100．0（15）　 100．0（15）
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表 3　教育 ・職業 ・結婚ア ス ピ レ ーシ ョ ン

10

ピ

ン

ス

ヨ

ア

シ

育
　

教
レ

京東

大

学

…

時

ソ

巌

ヨ

ー

シ
…二

時

レ

ざ
歳

轡結
…

12

一
　

時

ソ

冖

歳

ヨ

　
咳

B

ゆμ

時

業職

歳

　

12

大
　
学
　
院
　
程
　
度

…

短

大
・

専
門

学
校
程
度

一

；ニク
12

東 京 　 ・1

−
v −

ヨ
ーク

高 i

馨1訪
一度 1DKI

東 京
一．一一 1

。． 。 11懸
　 　 　　 　

ユ

　 　 1 ヨ ーク

豎擁 　1轡 蒿
護士

　 　 ト

　 　 　 　 　 　 　 　 　 教 　 　 育

　 　 　 な　し　　　 薬学 ・医 学　　　　 結婚 し て 家庭を守 る　 一 1

　 詩 入 　 会 社員 （秘書）

　 1デザ イ ナ
ー　　　　　医　　　師

　 ’　　　 な　し　　　　 理科系研究職

　 ；音　楽　家　　　　　更に 勉強 す る

　 1

　 　 　 な し 　 教 　 師 　 結婚 し て 家庭を持 つ 同

　 1　　　　　　　　　　　　− 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　一f

　 看護婦 ・教師 教 師 i母 親 同　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

噂 昏、礪 く 　 鰹 罫鶤濡劉黼 。 。鵁 ．入 る 洞

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら，仕 事に 戻る

葵学 濃 　 　 謐　 1 豼 　 端
　…家 政 学 者 　

1

　 同 　 　 　
一

　 　 一
E

： 　 噛 。τ＿ 1
： 　 ゴ

　　　　 ー 　 ．と
H

シ ・ ノV ’ワ
ーカ

母 　 親 　 　 一

　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

無畿 、不特定，醸 鞄 　 …
 

し

　
tiL

I

蠶 £ 　燦。粛
　 幼稚園教師 　 　 　 　 　 　 同

iパ ス 韓 　 　鰭 教 師 　 　 　 　 　 ： i
・

．秘

・

書

・ i教職漏 陣
・

欝
・ 銅

1

　　　　　　　　：
、 秘 　 書 　 ［　 同 　 　 結婚 し て 子供を産 む 同

　　　　　　　　 L
1 　 　 ＿ 　 　 　 　 　＿ 　 　 ；

　 ＿．＿＿　 　 　 ．一一一＿、』一一1　 　 −一一　 ．．　 　 ．」 ．一＿ 一＿＿ ．

｝：
…

　 　 ［　 　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 ；　 　 　 　 　 　 　 1
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女性 の 職業ア ス ピ レ ー
シ ョ ン

　東京 4 名 ， 離別が 二 a ・
一一ヨ

ー
ク 5 名 ， 東京 1名 ， 未婚が ニ

ュ
ー

ヨ
ー ク 3名 ， 東京 8

　名 ， 死別東京 2 名で あ っ た 。 東京に お い て ， 結婚ア ス ピ レ ーシ ョ ン が 出て こ なか っ た

　理 山に は
，

2 つ 考え られ る
。

1 つ は
， 未婚者が多く， こ れに 離死別を 含め る と11名に

　の ぼ る こ とか ら， 回 顧的質問に 対 し ， 現状肯定的合理 化が 働い た 可能性， も う 1 つ

　は ，実際に 結 婚 ア ス ピ レ ー シ
ョ

γ がな く， 先 の モ デ ル で の 3 − c の タ イ プで あ っ た 可

　能性 。 こ の 背後に は ， 戦中 ， 終戦直後に 適齢期を迎 えて い る 世代で ある こ とか ら， ア

　 ス ピ レ ー シ ョ ン を抱い た 時期に ， 世代特徴的に 結婚が 考え られなか っ た こ ともある で

　あろ う。

一方 ニ
ュ

ー ヨ ー ク サ ン プ ル は ， 団塊の 世代が 中心 で あ り， い わゆ る 「仕事も

　子 ど もも」 と い うア ス ピ レ
ー

シ ョ ン の 抱き方を し て い る と考え られ る 。

　　教育 ア ス ピ レ ー
シ ョ ン は ，東京 ，

＝
ユ

ー U 一 ク ともに 大学 （大学院）が圧倒的に 多

　 く，表 3 の よ うに な っ て い る 。 短大 ・専門学 校程度 と答えた人 達の 職業 ア ス ピ レ
ー

シ

　 ョ
ン をみ て み る と， 東京で は ， 12歳時

一 18歳時が ， 〔教員
一

教員〕〔教師
一

家業 を継

　 ぐ〕〔幼稚園教師
一

幼稚園教師〕〔バ ス 車掌
一

体育教師〕の 4 人で あ り，
ニ

ュ
ー ヨ ー ク

　で は ， 〔不 明〕〔秘書
一

教職〕の 2人で ある 。 ま た 高校程度 とい うの は東京に は な く，

　 ニ
ュ

ー ヨ ー ク で 1 名 ， こ の 人の 職業 ア ス ピ レ ーシ ョ ン は 〔秘書
一

秘書〕で あ り， 結婚

　 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン とセ ヅ トに な っ て い る 。 大学 まで の ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン を持 っ た人 々

　は ， 東京 ，

＝
＝

一 ヨ ー ク とも， 専門職 （大学教授 ， 教師 ， 研究職）な い しは 管理 職

　 （会社経営）志望に 集中 して い る 。 東京 ，

ニ
ュ

ー ヨ ー ク とも， 短大以下 の 教育ア ス ピ

　 ン
ー

シ ョ ン を 持 っ た人 々 に お い て ， 東京で バ ス 車掌， ニ
ュ

ー ヨ ーク で 秘書 （米国の 秘

　書 の 職業威信は ， 日本 よ りは るか に 高 く，

一
種 の 専門職的 色彩が あるが ， 高学歴を必

　要条件 とは しない ）な ど高学歴 を必要 と しない 職業名が登場 して い る 。 こ れ らの 人 々

　に お い て は 教育達成が，東京サ ン プ ル は ， 高校 ， 専門学校程度で あ るが ，
ニ

ュ
ー ヨ ー

　 ク サ ン プ ル は ， 大学な い しは 大学院卒 で あ る 。 特徴的 な の は ， 東京， ニ
ェ

ー ヨ ー ク と

　も両親学歴 が低 く， 職業的地 位 もサ ン プ ル 中で は 相対的に 低い 。 東京サ ン プ ル の 父親

　は
，

い ずれ も単独 自営 ，
ニ

ュ
ー ヨ ー ク サ ン プ ル の 父親は ，

ト ラ ヅ ク運転手 2 ， 大工 1

　で あ っ た 。
ア ス ピ レ ー

シ ョ
ン に 対する 家族的背景 の 影響ぽ か な り大きい と 考 え ら れ

　 る 。
こ れ を 次に み て み よ う。

1 （2） 家族 的背 景

　　両親の 学歴 は ，
い ずれ も高 く， 表 4 の よ うに ，短大 卒程 度以上 が，父親で ， 東京 ，

　 ニ
ュ

ー ヨ ー ク とも 8 名 ， 母親で ， 東京 3 名，
ニ

ュ
ー ヨ ー ク 7 名とな っ て い る 。 父親の

　職業 は ， 表 5 の よ うに ， 東京で は 専門的職業 4 名 ， 管理 的職業 7 名 ，
ニ

ュ
ー ヨ ーク で

　は 専門的職業 1 名 ， 管理的職業 5名 とな っ て お り， 東京の 方が か な り職業的地 位は 高

　 い 。 また ， 母親 に つ い ては ， 職業経験者が東京 3 名 （うち管理 職 1 名），
ニ

ュ
ー ヨ ー

　 ク 4 名で あ っ た 。 また 父方祖父の 職業 ， 母 方祖父 の 職業をみ て も， 専門職 ， 管理職が

　多 く， 職業的地位 は 高い 。 しか し ， 東京 ，
ニ

ュ
ー ヨ ー ク を比較す る と，東京の 方が ，

　全般的に 職業的地位 の 高い 家族 背景を も っ て い る 。 こ れ は か な り世 代差 に よ る影響が
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表 4 両親学歴

父 学 歴 母 学 歴

東 　 京 NY ． 東 　 京 N ．Y ，

度

度

度

度

度

度

A

程

程

程

程

程

程

N

校

校

　

　

　

院
・

学

学

校

大

学

学

K

小

中

高

短

大

大

D

0（人 ）

244401

2（人）

043321

1（人）

38300

 

2（人）

143401

Total 15 15 15 15

表 5　両親お よ び祖父 の 職業

父 　 職 母 　 　職 父方祖父職　　 母 方祖父職
職 業 分 類

東京　 N ．Y ．　 東京　 N ．Y ．　 東京　 NY ．　 東京　 N ．Y ．

専 門 的 職 業

理

務

売

練

練

練

林

し

A

　

　

　

　

　

　

　

　

N

　

　

　

　

熟

熟

　

　
・

　

　

　

　

　

　

　

　

K

管

事

販

熟

半

非

農

な

D

4（入）

712000100

1（人）

522230000

0（人 ）

1110000111

0（人）

031000010　

　

　

　

　

　

　

1

1（人 ）

304100303

4（入）

203000105

2（人）

40300Q105

4（人 ）

103301201

Tota上 15 15 15 15 ユ5 15 15　 　 15

大 きい と考え られ る 。 女性の 上昇移動可能性は ， 遅 い 世 代ほ ど高 くな っ て い るは ずで

あ る か ら ， 日本 に お い て も， 団塊の 世代に つ い てみ て み る と ， よ り低 い 家族 的背景を

もつ 人が 管理職に つ く可能性が あ りうる と思われ る。
しか し こ れは仮定的判断で しか

な い
。 現に ロ本 で は ， 団塊の 世代が 既 に 管理 職に つ い て い る ケ ー

ス が 少な く， 今回 の

サ ン プ ル に は ， 全 く存在 し て い な い の で あ る 。

　また ， ユ5歳頃に 両親 が どの よ うな期待を抱い て い た か を尋 ね た とこ ろ ， 表 6 の よ う

に な っ た 。 家庭に 入 る こ とを期待 して い た の は ， 東京 8 名 ，
ニ

ュ

ー ヨ ー
ク 9 名で あ る
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女性の 職業ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン

表 6 両親の 期待

期 　 待 　 　内　 容 東 京 N ．Y ．

結婚 し て家庭に 入 る

結婚 し て 子供が で きた ら家庭に 入 る

結婚 して 子供が で きて も仕事を続け る

結婚 は どち らで もよ い か ら仕事を 続け る

結婚は しな い で 仕事を続け る

その 他

D 　 K ・N 　 A

7（人 ）

111122

1（人）

814010

Tota互 15 15

が ， 東京で は うち 7 名が ， 結婚 して 家庭に 入 る よ う期待 され て い た の に 対 し ，
ニ

ュ
ー

ヨ ー ク で は 1 名で ， 8 名は 子 ど もが で きる まで は 働 くこ とを 期待 され て お り， 口本に

お け る完全専業 主婦期待の 大 き さが わ か る。 しか し，一般 的傾 向と比 較す れ ば ， サ ン

プ ル の 両親は ， 東京 ，
二

＝
一 ヨ

ー
ク とも， 娘に 職業的期待を 多 く抱い て い た とい える

で あ ろ う。 『キ ャ リ ア ・ウ ー マ ン 』 の 中で
一
？ ・一一ガ レ ッ ト ・ヘ ニ

ッ グ は
〔13）

，
イ ン タ ヴ ュ

ーを した キ ャ リ ア ・ウ ー・ ＝ r ン の 多くは
， 自分の 父親が職業に つ き ， 男性 と同等に 頑張

っ て い くこ とに 理 解が あ っ た と語 っ て い る と報告 して い るが ， 筆者が ニ
ュ

ー ヨ ー ク で

イ ソ タ ヴ ．z
− igした女性管理職達 も同様の 答えを した 。 建設会社副社長 で ， ハ ーバ ー

ドの 経営士 資格 （MBA ）を持 つ 女性 （34歳，年俸 6 万 2 千 ドル ）は ， 「祖父も父 も

会社社長 （経営者）で した 。 だ か ら，私が 同 じ道を進む こ とを誰 も疑わ なか っ た し，

私 自身 ， 何 も悩 まず ， すん な りと ，
ハ ー パ ー

ドビジ ネ ス ス ク ール へ 進 み ま した 。 しか

しMBA を 獲得す る まで の 過程 で ，女性は どん どん脱 落 して ゆ き，同 じ コ ース で 同期

に MBA を得た の は ， 私 ともう 1 人だけで した 。 そ して ， 卒業 と同時に 大手銀行の 管

理 職に 就職 し ， そ こ の 副社長 に な る と同時に 引き抜か れ て こ の 会社に 移 りま した 。 子

供の 頃か ら現在 まで ， 私は ， ほ とん ど悩 んだ り， 迷 っ た りした こ とは あ りませ ん 。 」

と語 っ た 。 また 教育 テ レ ビ （13チ ャ ン ネ ル テ レ ビ） の デ ィ レ ク タ ー （40歳位）は ，

「父 が テ レ ビ 関係の 仕事を して い た の で ， い つ か らか は 覚えて い な い けれ ど， テ レ ビ

関係の 仕事 を し よ うと決め て い ました 。 もち ろ ん 父は 賛成 し ， 励 ま し て くれ た し ， 現

在で もそ うで す 。 」 （独身 で ， 両親と同居）と語 っ た 。 広告会社の デ ィ レ ク タ ー
で 現

在 ， 独立 して い る 女性 （40歳）は ， 「父 は い つ も私に ， r君は か な らず何か を 成 し就 げ

る人 だ』 とい っ て くれ ま した 。 それ で 私は い つ も， 何 か を捜 し て い ま した 。 あ る 時は

写真家 をめ ざ して ，（ベ トナ ム 戦争の 頃は 憧れ の 職業で した か ら）カ メ ラを勉強 し ま し

た 。
コ P ン ビ ヤ 人学か らプ リ ソ ス ト ン 大 修士 を経て 卒業 した 後の

一
時期の こ とで す 。

で も結局 ， 芸 術 よ りは ビ ジ ネ ス に 向い て い た よ うで す 。 妹 も同様の 期待 の 下 で ，何か
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表 7− a 　女性 管理職 の プ ロ フ ィ
ール 例 ：

学 歴

年 　 齢

　 　
、
〉

教 育 ア ス ピ レ ーシ ョ ン 　15歳時

一 一 ン 欝
両 親 の 希 望

1父 ｛轡l
l父 h ？l！　

tA

　（／e
［母 ｛撃 釐
…母 方 祖 父 職業

結 　 婚 　 歴

配 偶 者 職

陪己偶 者 学 歴

1子 　 　 供

家 族 形 態

好 き な 女 性

業

歴

ニ
ュ
ー ヨ ー ク

A36 歳

L ．

コ ーネ ル 大 （家政学）

大学 （大学院）

家 政 学 者

　 　 〃

　 　 〃

結婚は どち らで もよい

か ら仕事 を続 げ る

ニ
ユ
ー ヨ ー ク市 税務所

の 管理職

短大 ・高専
1

エ リ ス 島 フ ェ V 一の 職
業

高 　 　 校
1

な 　 　 　し

短 大 ・
高専

貿 易 商

既 　 　 婚
dl

上 の 会社）

大 学 卒

1 人 （9 ヵ 月）

夫 ・子供 ・家政婦 と 4
人暮 らし

ク リ ス トル ・ブ レ イ ク

（ダ イ ナ ス テ ィ T ．K ，）

ジ ャ ッ キ
ー ・オ ナ シ ス

エ ス ア ィ
ー 。ロ ー タ ー

ヘ レ ン ・ヘ イ ズ

キ ャ サ リ ン ・ヘ
ッ ブ パ

層

1一 ン

1筆頭副社長（1， 000入以 …1帳 簿 係

　 　 　 B35 歳

コ ロ ン ビ ア 大 バ ーナ ー

　ドカ レ ッ ジ （ス ペ イ ン

文 学 ・教育学）

ニ
ユ

ー ヨ ー ク市 大 ク ィ

ー ン ズ カ レ ッ ジ （ス ペ

イ ン 文学）

大学 （大学院）

大 学 教 授

　 　 〃

　 　 tf

結婚は どち らで も よい

か ら仕事を続ける

帳簿係 （200人 会社 ）

小 学 校

農 　 　 夫

1な 　 　 　し
II

な 　 　 　し

小 学 校 卒

農 　 　 夫

1 離 　　別

高 校 中 退

1 人 （14歳）同屠

子供 ・自分の 両親 と 4
人暮 ら し

自信の あ る人

独立心 高 く

正 直で 知的な 人
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女性 の 職業 ア ス ピ レ
ー

シ ョ γ

社 会経済的背景 とア ス ピ レ ーシ ョ ン

C 　 43歳

ラ ドク リ フ 。カ レ ッ

ジ （英語学）
ニ

ユ
ー ヨ ーク 大 ビ ジ

ネ ス ス ク ー
ル （夜間

経営学 ・国際経済）

大学 （大学院）

母 親 ・看護婦 ・教師

〃　・教師 ・女優

〃 　・教師

結婚して 子供がで き
た ら家庭に 入 る

技術者（1，000人以上

会社）

大 学

秘 占 （大 学）

大　学　卒

室内装飾業 （自営）

離 　 　 別

イ匕学者　（官庁）

東 京

D 　 52歳 E 　 51歳 F 　 46歳

大学院 （Ph ．　 D ．）

な 　　　 　し

1 人暮 らし

東 邦 医 大

大学 （大学院）

一ナ牙ガデ

　

で

つ

　

が
つ

　

供
を

師

子
事

　
　
，

仕

　

し

も

　長院（

　

婚
て

る

師

医

結
き
け

医

旧 制 大 学

農　　　業

旧高等小学校

な　 　　 し

旧制高等女学校

村　　　長

既 　　 　婚

；会 社 社 長

旧 制 大 学

3 人 （26歳 ，
24歳 ，

22歳）

・夫 ・子供 2 人 ・
自分

1

の 母 と 5人暮 ら し

藤「司　 　紫
（仕事 と家庭的 な

こ とを 両方 こな し

て い る）

お茶 の 水女大 （理
学部）

大学 （大学院）

理科系研究職

結婚 して も， い ざ

とい うとき 自立 で

き る よ う

大 学 教 授

旧 制 大 学

大蔵省官吏

旧 制 中 学

な　 　　 し

旧 制高等女学 校

村

未

長

婚

自分の 母 と 2 人暮
らし

キ ュ
ー リー夫人

慶応義塾大 （経済
学 部）
ベ ル ージ ヤ 大（伊）
ゲー

テ ・イ ン ス テ

ィ チ ュ
ー ト （独）

ミ シ ガ ン 大 （米）
に 留学

大 学 （大学院 ）

会 社 経 営

　 　 〃

　 　 〃

結婚 しない で 仕事
を続け る

社 長 （貿易 ，
50人

未満）

旧 制 大 学

貿　易　業

旧 制 高 校

な　　　 し

旧 制高等女学校

佐　 　　職

既　　 　婚

社長 （本入勤 務先
会社）

新 制 高 校

1人 （17歳）

夫 ・子供 ・家政婦
の 4 人暮 ら し

広い 視野を も っ た

さ っ ぱ りした 人 ，

女性 的 な人 は 弱 い
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表 7− b 女性管理 職の プ ロ フ ィ
ール の 例 ： ラ イ フ コ ー

ス

　　（年齢）　 21 　 2324　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3636
A 　　 ト

…一一一
ト
ー一

＋
一

＋
一一一一一一一 一一一一

「
− 1

B

ユ

ー
ヨ

ー

ク

　　　　1蠶1蕀
　　　　　算
咋齣

出 現
産 在

　 　 高 結 出　大初非r，転
　 　 校 婚 産 学職常職
　 　 肇　 　 　 　 　 　 卒 勤命

　　　　　　　 講1
曜 ）　 2123

師ラ5

ト
＿

肯 ＿ 單 」 −
5

現
在

現

職
．

≠

転
職

転
職

転

職

來

」
メ

　　／

C
　一転

職

一
云

哉
車
H
「

準

離
婚

　

　
25

欟

響
瀦
湖

大

学

卒

ア）
23齢年

一

L 」 一 一＿ 一一 ＿＿＿＿挈 3

35

現
在

　の現

ポ
ス

ト

現
在
の

会
社

　
さ

ま

ざ

ま

な

　
　

　
仕
事

D

E

→バ

ー

ト

タ

イ
ム

再
就
職

出

産

医

師
（
大

学
病

院）
18

』

杢
字

竿

齢年

で 　　 　　　　　52
　

・一一一一
膕

　 　現
・一．一一一一

現
　 　職 　　 　 　 在
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火
学
卒

咼

校
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ス
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つ

く
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社
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秘
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就

職

帰叩
国

→前［
予

珊

國

い
大
学
卒

別 　にイ

会 支タ

社 　店り

設 設了
立 　立フ

　　長

現
在

一珥…
職

シ

ン

ガ

ポ

ー
ル

工

場

設

立

別
会
社
設
立

を 捜 して い ま した 。 彼女は 仕事 の世界を彷徨 うの でな く，実際に 匱界の い ろん な とこ

ろ を彷徨 っ て 自分 の や る べ きこ とを捜 し ， 現在は ベ ネ ズ エ ラ に 住ん で い ます 。 」

　こ の 3 人共，母親は 独身時代は 働 い て い たが ， 結婚後は 専業主婦で あ っ た 。 い ずれ

も職業 ア ス ピ レ ー シ ョ ン 形成に は 父親の 期待 ・理 解 が大 きか っ た と語 る 。 これ は 男性

社会に 対 し て ，「自分を受け 入れ て くれ る」とい う認識を持 つ 契機 と して も作用 してい

る よ うで あ る 。 調 査対象者に つ い て も， それぞれの プ ロ フ ィ
ー ル をぬ き出して み る と

（表 7 − a ， b）， 比較的高学歴 ， 高地位の 父親が ， 進ん だ 女性観を もち ， か つ 娘に 何
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らか の 高い ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン （職業か あ るい は結婚に つ い て）を抱かせ る よ うな ， 高

い 達成へ の 期待を もっ て い た とい うパ タ ー ン が浮か ん で くる 。 これは 東京に お い て 特

に 強い
。 前近 代

・
近代を通 じて ， 平 等化 が 進 む以 前の 社会に お い て は ， 上 位階層の 娘

達の みが 高 い 達成を期待 され て い る 。 平塚 らい て うを は じめ 青踏の 女性達 も多 くは 上

位階層の 出身 で あ っ た 。 東京サ ン プ ル は 年齢が高 く，全員戦前 生 まれ で あ る こ とか ら

み て も， こ うした傾向が 強い よ うで ある 。 これ らの 期待は ， 現在で も発展途上 国に お

ける女性 の進 出に み られ る よ うに ，上 位階層女性 の進 出を ， よ り低 い 階層の 女性 の 低

廉な労働力が さ さえ る とい っ た 前提に た っ て い る とみ て よ い だ ろ う
c14）

。 そ して そ の

事実は ， 女性 内の 平等化とい う視点か ら改め て論 じ られ る べ き問題 で あ る 。

　こ の 点は ，

＝ ユー ヨ ーク サ ン プ ル に は 余 りみ られ ない 。 イ ン タ ヴ ュ

ー結果に せ よ ，

調査結果 に せ よ ， 父 親達は ， 男の 子 に 対 す るの と同様 の 期待を ， 娘達に し て い る が ，

ア メ リカ の 場合 ， 高い 階層帰属意識に ささえ られ て い る とは 考え難 い ので あ る 。 しか

し一
方で ， 女性の 進出の 背景に 民族 ・人種問題が あ り （今回 の 調査で は ， 尋 ねて い な

い が ， 名前や親の 職業そ の 他か ら， 民族性に 見当の つ くもの は 多い 。 また ニ
ュ

ー
ヨ ー

ク の 協力者に よ っ て ，
サ ン プ ル 全員が 白人で あ る こ とは 判 明 して い る），

マ イ ノ リテ

ィ
ーの 女性達が ， 家政婦や ベ ビ ー

シ ヅ タ ー として 安 く有能で ある こ とも事実で あ る 。

（3＞ 配偶 者 に つ い て

　既婚お よび離死別者に つ い て ， 尋ね た と こ ろ ， 配偶者の 学歴 ・職業は ともに 高い 。

ニ
ュ

ー ヨ ー
ク で は ， 結婚経験者 12名中 8 名が大学院卒で あ る 。 また 職業に つ い て も，

専門職 ， 管理職が圧倒的に 多い 。

　家事 との 関連で 配偶者 との 関係を尋 ね た とこ ろ ，
ニ

ュ
ー ヨ ー ク の 方が は るか に 平等

な関係が浮か び 上が っ て い る。 また世帯取入 を得 る こ とに 責任が あ る と答 えたの は 東

京 7名中 5名 ，
ニ

ュ
ー ヨ ーク 12名中11名で あ り，

一般女性 とは異な っ た回 答が表れ て

い る 。 た だ し ， 全体サ ン プ ル に つ い て は ， 未婚 ， 離死別の 多さが 目立 つ
。 両立 不能な

た め の 未婚 ， 離別か ， ある い は ， 未婚 ， 離死別が 高達成の 契機 とな っ た り， 可能に し

表 8　夫 の 学歴 表 9　夫 の職業

学 歴 東 　京　　N ．Y ， 職業分類　 東　京　　 N ，Y ，

新　 制　 高　 校

旧 制 高 校 ・高 専

旧制大学 ・新制大学

大　　　学　　　院

非　 　　該　　　当

2（人）

14

8

1（人 ）

9
」

83

門

理

務

練

当

　

　

　

　

該

専

管

事

熟

非

2（人 ）

3118

）人（00220

つ
」

Total 　　　　　　　 15 15 Total 15 15
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た の か ， こ の 結果か らは 判断 し難い が ， 今後分析の 必 要とされ る点で ある 。 ライ フ イ

ベ ン トに つ い て の 回 答か らみ る限 り， 特に ニ
ュ

ー ヨ ーク サ ン プ ル で は ， 離別後， 大学

に 再 入学 し資格を と っ た り， 転職 し て い る ケ ー
ス が 3 名あ る 。

（4） 女 性観，人 生観

　本 調査は ， 女性管理職の 企 業 組織内行動に 焦点が あて られ て い る。
こ こか ら， 人問

観を推察するた め に ， 対 人 的価働 こつ い て の 結果を と りだ し ， 女性観 とあわ せ て み て

み よ う。 こ れ らは ，
ソ シ ア リゼ ー

シ ョ ン の結果 と して 形成さ れた 人間観で あ る と考 え

られ る 。

　まず ， A ．仕事を は なれ て 好ま しい 人 間 の 条件 と，
　 B ．仕事上 の 部下 と して 好 ま し

い 人間 の 条件に つ い て ， 18項 目か ら
一
v ル チ 回 答で 選ん で もら っ た 結果を ， 項 目ご とに

度数を ス コ ア 化 し図示 し た の が 図 4 で ある 。 仕事外で 好 ま し い 人 間 とし て ，
ニ

ュ
ー ヨ

ー ク で は ，
「独立 心旺 盛 」「許容的」 「援 助を お しまな い 」 「愛情深い 」 こ とが 高 く評価

され て い るが東京で は低 い
。 また 東京で 高い 「知的で あ る こ と」 は ニ

ュ
ー ヨ ー ク で ｝コ

低い 。 こ れ らは 仕事外人間関係へ の 女性 の 期待の 日米 差の表れ として 興味深い 。 まtc

仕事の 部下に つ い て は ，「野心 的で ある こ と」が ， ニ
ュ
ー ヨ ー

ク で 高 く， 東京で は 低

い 。

＝
＝

一 ヨ ー ク で は ，仕事外で は 「愛情深 い 」 こ とが 高 く， 仕事の 部下 で は 最低で

あ るが，東京 で は どち らに お い て もあ ま り差が ない 点な ど ， 両サ ン プ ル に お ける 対人

的価値の 差を反映 し て い る とい え よ う。

　 また ，
フ リーア ン サ ーで 「好 きな 女性」に つ い て 記述 して もらっ た とこ ろ ， 表 10の

A ，仕 昇をはなれ て，あなた に

　　と っ て好ま しい 人 間 の 条件

　　　　　　　 （ア メ リカ）　 G 体 ）
　 　 　 　 〔ス ニ「ア〕

直尸正

儀

大
威
心

力

礼

寛

任

濠

　

　

・
責
想
嶋

　

　
触．
ハ

・

　

　
劉

【宝

・陽気・正直・独立心

・許容的
・1鋤 ・愛精

・扎儀・1
’
1己続攜

・想像IJ

的輪 理的

　　　　　　有E，2↓ 里融

　　　　　
肖己

蠶」
5

一 亂 ，

B ．仕事上の 部
．
ドとして

　 好ま しい 人 間 の 条f卜

（凵本）　　　 （ア メ リカ ）
　 　 　 〔x ＝

’
i］

　 　 　 　 責憾

　 　 　 　 鞴 旨

　　 　　 正直
一

　　 　　 想像力

ri己統属
・礼儀・

陽気

　　 知侘的・勇敢

　　 　　 清潔

　　 　　 独立心

　　 愛情・論理的

　　 援助・野心的

　　 　　 許容的

従槓・寛大一

　 野心的・有能・援助・正直・想橡カ
15
　 責任感・自己統制
一
礼儀

　 陽気・清潔・論理的

　 寛大

1。 許容的
・独立心・ku｛・1：

勇敢

従噸

一
潰情

図 4　対人的価値
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表 10　女性 の 理 想像

「日 本〕 〔ア 　メ　 リ　 カ 〕

形　　容　　詞 人 物 形 　 　容　 詞 人 物

度量が ある　　　　　キ ュ リー
夫人

叡　　　知　　　　　 前 田利家 夫人

洞 　 　 　察　 　 　 　 八 千 草　薫

世の た め ， 人 の た め 　 藤間　 紫

自分の 才能を広げ る　 自分の 母 親

自分に 厳 しい 　　　　　　 （2 人）

努力 を惜 しまない 　　 瀬戸 内晴美

意 欲 的 　 　 守 谷 紅 沙

さ っ ぱ り した

仕事がで きる（2 人）

女 ら しい 優 し さ

　　　　　　（2 人）

内面の 強 さ

家 庭内の こ とが で ぎ

る

明　 る　 い

若 々 し い

1i

知的 （5 人）

仕事に 意欲 （3 人）

能力の あ る （3 人）

強い ・傷害に うち か

つ （3人）

独立心 （2人）

心 の 広い （2 人）

自己主張の ある

社会的責任 の とれ る

指導力 の ある

系統立 っ た

自信 の あ る

親 切 ・世話好 ぎ

…　　　 　 （2 人）

1明 る い （2 人）
1

感受性 豊 か

身だ しなみ の よい

愛想の よ い

睡　 直

慳 　　実

ジ ヤ ク リー
ソ ・オ ナ

シ ス （2 人）

ドリ ス ・レ ッ シ ソ グ

ク リ ス トル ・ブ レ イ

ク

エ ス テ ィ
ー ・ロ ーダ

ヘ レ ン ・ヘ イズ

ジ ャ ン ・カ ー ク バ ト

リ ッ ク

エ リ ザ ベ ス
・ドール

ブ テ ィ
・フ ォ

ー ド

マ ザ ー ・テ レ サ

マ ー
ガ レ ッ ト ・ミー

ド

イ ン グ リ ツ ド ・バ ー

グ マ ン

キ ャ サ リ ン ・ヘ
ヅ プ

バ ー
ン

よ うに な っ た 。 具体名お よび抽象的回答を ま とめ た もの で あ る 。 形容詞 ， 具体名双方

とも，東京では， 「家庭的で 女 らし い ， しか もし っ か りした 女性」 とい っ た女性像が

示 され る の に 対 し ，
ニ

ュ
ー ヨ ーク で は， 「自立 し ， 強い 意志を も っ た野心 的女性 」が

示 され て い る 。 同様に 管理 職に あ る女性 とい っ て も， こ の 日米差は ， 興味深い
。 東京

で は 「守 り」 の 姿勢の 女性， ＝ ＝・ ＝
一 ヨ ー ク で は 「攻め 」 の 姿勢の 女性 が ， 好 まれ て い

る 。 これ らもまた ，
フ ェ ミ ニ ン ・ソ シ ア リゼ ー

シ ョ ン の 文化差で ある と考 え ら れ る

が ， よ り詳細に っ い て は ， 大 量 サ ン プ ル に よる実証を待た ざ るを えな い
。

4． 女性 管理 職 をめ ぐる社会状況 と ア ス ピ レ ーシ ョ ン

　最近 ， 日本に お い て も女性 管理職 に 関する 問題 が しば しぽ と り上げ られ る 。 こ れ は

女 性管理 職 の 実際上 の 増加 に 加 え て ， 管理 職 ポ ス トを女性 に 開放せ ざ るを えな い 社 会

情勢の 反映で もある だろ う。 管理 職 ポ ス トへ の 女性の ア ク セ シ ビ リテ ィ の 増大は ， 男

性 の み を ラ イ バ ル と して 戦略 を た て て きた 地位を 求め る男i生達 （status 　 seeker ）に ，
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予 測 の つ か な い 大きな 不安を与えは じめ て い る よ うで ある 。 また一方で は ，か な り急

速に 増加 して きた 就労希望の 女性達に ， 「ともか く職に つ く」 とい うだ けで な く 「有

意 義な仕事を して 昇進す る」 とい う， これ ま で よ り
一

段階上の ア ス ピ レ ーシ ョ
ン を抱

か せ は じ め て い る 。 日本に お け る 1980年頃か らの こ うした顕箸な傾向は ， 米国に お い

て は ， も う10年 ほ ど前か らあ らわれ て い た よ うで あ る。 日本の 現状を捉え る た め に

は ， 先行する 米国の 状況を 分析 し ， それ に 日本 の 持つ 特殊諸条件を付加 し て い くこ と

が必要 と思われ るが ， 今回 の 調査 に お い て ， わ れわ れは ， まず ， サ ン プ リ ン グ の 段階

で ， 女性管理職者数の 日米差に 驚 か さ れ た。 日本に つ い て は 1980年国勢調査に よ る

と， 職業中分類の 管理 的職業従事者数に 占め る女性 の割合は ， 6．7％ （182，
　300人）で

あ り， 内訳別割 合 をみ る と管理 的公務員の 1．7 ％ ， 会社 ， 団体役員の IL7 ％ ， そ の他

の 管理 的職業従事者の 2．0 ％が女性で 占め られ て い る 。

一方米国に つ い て は ， 労働省

統計局の 『雇用 と所得』 玉980年に よる と， 農場を除 く経営者 ， 管理 的就業従事者中の

女性の 割合は ，
26．1％ とな っ て い る 。 日本の 約 4 倍の 割合で ある 。 同資料に も とつ

い て ， 専門的技術的職業従事者 中の女性 の割合をみ る と， 日本42．7％ ， 米国44，3％で

あま り差が ない 。 日本に お い て ，い か に 管理 的職業分野 へ の 女性の 進出が 遅れ て い る

か カミわ か る 。

　 日米 の 最近の 増加傾 向に して も， 地位に み あ っ た収入 が得 られ ない ケ ーX が多 く，

い わ ば低 コ ス トの 管理 職 として 女性を登用す る企業 が 増加 して い る よ うで あ る
u5 ）

。

また 収入 は 男性と対等で も， 権限の 小さい ポ ス トで ある こ とが 多い
。 消費者対策用の

宣伝窓 口担当副社長 や ， 女性向け商品の 多い 会社 の 看板副社長に 女性 が つ い て い る ケ

ー
ス で あ る

（16 ）
。 わ れわ れ の研究に お い て も， イ ン タ ヴ ＝

一相手の 多 くは ， 女性の 持ち

味を生か した管理職 で あ っ た し ， 調査サ ン プ ル に も， 東京で は長年の 秘書能力を評 価
　 　 　 　 　 て き

されて の 抜擢や ， 美容部門の 代表管理 職な どが は い っ て い た 。 男性 とほ ぼ平 等 とみな

され る昇進者は ， 東京 ，
ニ

ュ
ー ヨ ーク とも ， 専門職ポ ス ト （技術畑）か らの 昇進で あ

っ た 。 業績評面が相対的に 明確な専門職分野で は ， 性差の ない 昇進が可能な の で あ ろ

う。 米国に おけ る女 性 の 進出の 背景に は ， 管理 的業務の 専門職化 が あ る と 考 え ら れ

る。 そ して そ こへ 至 る キ ャ リ ア コ ー ス も制度化が すすん で い る 。 日本に お い て もこ う

し た傾向が強まれ ぽ ， 女 性の 進出は
一

層促 され る で あろ う。

　 しか し，米国に お い て も女性管理職に つ い て の 研究は まだ端緒に つ い た ばか りで ，ほ

とん どが 記述 レ ベ ル に 終始 して い る よ うで あ る 。
マ ク ロ デー

タに 言及 し ， 現 象の 全体

を 捉え よ うと い う試み は 少ない 。 代表的に は ヘ レ ン ・マ ク レ イ ン （Helen　J，　McLane ）

の 『女性管理職 研究』
（17 ）

が あ る 。
こ の 中で は ， 女 性管理職増加の 理 由 と して は 次の 10

点 があ げ られ て い る 。

　（1）就職 ， 昇進機会の増大 ，   女性の モ チ ベ ー
シ ョ ン の 上昇 ，   女性 の 教 育達成 の 増

大 ， （4）大学に お ける専攻 の 性差の 減少 ，   結婚年齢の 上 昇，  妊娠の 選択性 の 増大 ，

  離婚率の 上 昇 ，   就労女性を受容する社会意識の 上昇，   生 活水準の 向上 へ の 意欲
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増大 ， 鱒家事技術の 向上 。

　 こ れ は 逆に ， こ れ まで 女性管理 職 の 出現を抑制 して きた原因 とみ る こ ともで ぎる 。

すなわ ち ， 従来は 女性 自身 の モ チ ベ ー
シ ョ ン が低 く， 職場に お け る機会 も 少 な か っ

た ． また ， 管理職に 必要な教育を受ける 女性 も少なか っ た 。 社会的環境 とし て は ， 結

婚家族に お ける家庭生活 （夫婦関係維持 ， 妊娠 ・出産 ・育児，家事） との 両立の 不可

能性 ， 女性の 就労に 対する意識上 の 抵抗な どが あ っ た 。

　 しか し ， 現在 ， これ らの 抑制原 因は と り除か れ つ つ あ る 。 まず， 1963年 の べ テ ィ
ー

・
フ リーダ ン に よる リブ運動開始後 ， 女性 自身の 達成動機は 急速に 上昇し ， 1967年に

は ， 女性 の 10人中 6人が 「女性は 家庭に い る べ きだ」 と考え て い た が ， その 後の 10年

間で
，

こ の考えを支持す る人が 4 人｝C　1人 と減少して お り，
Nationa10pinion 　 Re −

search 　Corporati。n が ， 全 国規模 で 行 っ た イ ン タ ヴ ュ

ー調査の 結果に よ る と ， 専従有

職 白人女性に 望 ま し い 仕事 の 条件 として ， （1＞高い 収入 の 得 られ る仕事 ，   安定した仕

事 ，   労働時間の 短い 仕事 ， （4）登用 の チ ャ ン ス の 多い 仕事 ，   重要か つ 有意義な仕事

か ら 1 つ を選ん で もら っ た と こ ろ ， 60％が重要か つ 有意義な仕事を 選 んだ （高い 収入

を選 んだ の は 15，5 ％）。 これ は ， 女性の 就労理 由が ， 収入の た め で は な く， 仕事そ の

もの か ら得 られ る 満足 に あ る こ とを 裏づ け て い る
（18）

。

　そ し て ， 教育達成 に お い て も， 女性の 大学進学率は 上 昇し ，
1980年現在50％に 達 し

て い る 。 管理職に 特に 必 要 とされ る 法律学 と経営学の 専門教育分野 へ の 進 出 も 著 し

く， 全般的に み て 25〜35％位が 女性 で 占め られ て お り， 1963年まで は 女 性 に 開か れ て

い な か っ た ハー バ ー ド ・ビ ジ ネ ス ・ス クー ル も， こ の 10年間に 女性がふ え， 現在で は

25％に 達して い る 。 こ の こ とに 代表 され る よ うに ， 大学 に お け る専攻上 の 性差 も次第

に な くな っ て きた 。 か つ て 女性は ，教育学 ， 社会学 ， 美術 史な どの 学部教育の み を受

け，管理 職志向の 男性は ， 学部で人文科学か 工 学を専攻 し， 経営学か 法律学の 大学院

へ 進む の が 常で あ っ た が
， 現在 こ うした専攻上 の 性差は な くな りつ つ あ り， か つ て 男

性の コ ー ス で あ っ た 管理職志向の 専攻 コ ース を とる女性が非常に 増えて きて い る の で

あ る 。

　 また 高学歴化は ， 女性の 結婚年齢を押 し上げ る こ とに な っ た 。 そ し て ， 早 く結婚 し ，

出産 ・育児が 一段 落 し て 職場復帰す る とい うパ タ ー ン は 崩れは じめ ， 結 婚 ， 出産， 育

児を 仕事 と平行 させ て い こ うとす る女 性が ふ え て きた 。 子 ど もが 18歳に な る まで ， 高

齢結婚を した 女性達は待つ わ け に は い か な くな っ たの で あ る 。 現在 ， 未就学 児童の 母

親の 約40％が就業 し て い るが，1990年 まで に は ， これが 55％に まで 上昇す るで あろ う

と米国労働者で は予測 して い る 。 こ の 現象は ，

一方で ，女 性 の 就労 に 対す る社 会意識

の 変化，すなわ ち ，受容性 の 高ま りや ，家事技術の 向上に よる 省力化に ささえ られ た

もの で あ り ， さ らに は ， 望む 時期に 出産が 可能に な り ， 産 ま な い 権利 も広 く浸透 して

きて い る よ うに ， 妊娠に 対す る主体的な選択性 も増大 して ぎ て い る 。 こ れ らの 傾 向

が ， 女性 の ，管理 職へ の 進 出を可能に して きた と マ ク レ イ ン ｝ま指摘す る 。
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　こ の よ うな傾向は ， 日本に もほぼあ ては ま る とい っ て よい だ ろ う。 しか し， 女性 の

職業達成の 高度化 ， あ る い は 広範化が ， 女性 自身の もつ 特性の 制御性の 増大に よ っ て

さ さえ られる とい う前提をお くこ とに は ， か な り問題が含 まれ て い る 。 最近 ， イ リイ

チ の 著作を契機 として 高ま っ て きた性 役割 論の 再 考の きざ しは ， 女性 が そ の 性役割特

性 を制御 し ， 職業場面で は 男性 とほ ぼ 同質 の人間 として 生 ぎよ うとす る こ との 是非を

聞 い 直 して い る 。 男性が ， ジ ェ ン ダー とし て の 特性を生か し つ つ 職業生 活を送 る よ う

に ， 女性 もジ ェ ン ダーを生か して い くこ とは で きない の か 。 そ の 方途が ，イ リイチ の

い うよ うな ，家庭内役割を中心 と した 世界に 女性を お し戻す こ とで あ っ て は な らな い

が ， 男性化に よ っ て の み ，女性の 道が開か れ る とい う仮説は ， 自己 矛盾で しか ない
。

逆 に ， 女性特性を 職業社 会の 側に 持ち 込み ， か つ 円滑に 運営 して い く方法が 探索 され

なけれ ばな らない だ ろ う。

　 そ して ， そ の 前提に は ， 女性が職業生活を 可能に す るよ うな 形で の フ ェ ミ ニ ン ソ シ

ア リゼ ー
シ ョ ン を 経る 必要があ る 。 われわれ の 調査で は ， 女性管理職達は ， 高い 職業

達 成 を可能に す る よ うな ソ シ ア リゼ ーシ ョ
ン 過程 を経て きて い る と考え られ る 。 女 性

の 職業的成功の 条件 と して ， よ くい わ れ る の は ， （1）よ き役割 モ デ ル の 存在 ，   メ ン タ

ーの 存在で あ る
（IP）

。 役 割 モ デ ル とし て ， 職業を もつ 母 親があげ られ る が ， 本調 査 で

は ， 母 親 は 専業主 婦が 多 く，女性 として の 一般 モ デ ル とな っ た と考えた 方が よ い だ ろ

う。 そ し て ， 職業との 関連で は ， 父親の 方が
， 役割 モ デ ル とし て の 機能を果た し て い

る と思わ れ る 。 さ らに ， 父親 との 好 ま しい 関係維持の 経験は ，
メ ン タ ーとの 好 まし い

関係維持に 大 い に 寄 字して い る と思 われ る 。 成 功の た め に は ，
メ ン タ ーが特別 な関心

を持 つ 程 度に 女性 と して 魅力的で なければな らず ， 登用で きる に 十分な だけ女性 とは

思 えない 能力 を発揮しなけれ ばな らな い 。 こ の ア ン ビ バ レ ン ス 状況 を ， 女性 管理職達

は ， 父親 との 関係の 経験を上台に して 乗 りこえ て い る 。

　ま た 本調査を通 し て浮か び上 が る女性管理 職像は ， 顕在的 に 野心 的で は な く， 従順

で 勤勉な 女性 で あ る 。 目前の 課題に 対 し て 自然に と りくみ ，
こ な して い く。 教育 ・職

業 ア ス ピ ソ ー シ ョ ン は 非常に 高 い が ， 結婚 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン ももっ て い る （特に ニ
ュ

ー ヨ … ク）L，

　 女性管理職 （female　executive ）
〔2°）

とい っ て も， 女性の オ
ー

ナ ー社 長 とは か な り異

な っ た 傾向が 表れ て い る。 原ひ ろ子氏他の 中小企業の 女性社長に か ん す る結果 と比較

す る と多 くの 相違点が み られ る
（2D

。 女性社長の 方が ，は るか に 野心的 で あ り，
ドラ マ

チ ッ ク な人生 を生 きて い る と い う自覚を も っ て い る 。 む しろ 本調査 サ ン プ ル は ， 平 野

貴子 氏他 の 専門職 ， 管理 職女性調査の 結果
（22 ）

に 類似性が あるだ ろ う。 た だ
， 職業生活

上 で 女性 で あ る こ とに よ る不 利益 を，われ われ の サ ン プ ル は あ ま り前面に 出 し て い な

い し ， 特に ニ
ュ
ー ヨ ー ク で こ の 傾 向が強い 。 イ ン タ ビ

ュ

ーに お い て も，「全 く不 利を感

じな い 」 とい う答えが 帰 っ て きた 。 しか し ， 客観的不平等は 存在 し て い る。
こ れは ，

わ れ わ れ の サ ン プ ル が 特殊に 恵まれ て い た の で は な く， 何 らか の 強い 合理 化 ， 自己 説
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得が 存在 して い る と考え るべ ぎで あろ う。 特に ，
ニ

ェ
ー ヨ ー ク に つ い て は ， 自己 の 獲

得す る社会的資源やチ ャ ン ス の 量は ， 自，身の 能力量 とイ コ ー一ル で ある とい う考え方が

前提に ある よ うで ある 。 不遇で ある こ とは
， 同情を よぶ の で は な く， 蔑まれ る こ とで

し か な い の で ある 。 もち ろ ん ，
こ うした 文化差を考慮に 入れ て も， 口本よ りは 恵 まれ

た状況下 に あ る こ とは 事実で あるが ， 強い 合理 化の 底に ，

一層深刻な ア ン ビ バ レ ン ス

が存在 して い る の か もしれな い とい う疑問は ぬ ぐえない 。
コ マ P フ ス キ

ー
の 古典的研

究
（23）

の テ ーマ は ，現在の 女性管理 職に お い て ，

一
層考察を要す る の で は ない か と思わ

れ る 。
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  The  situation  of  women's  employment  has remarkably  changed.  The  most

essential  aspect  of  this change  is that women's  occupational  careers  have been

more  contingent  on  their !ife histories. The  tendency  has recently  been

strengthened  that  wornen  firstly enter  into the  labor markets  soon  after  complet-

ing school  education,  then  separate  from  the  labor rnarkets  fer marriage,  childbirth

and  childrearing,  and  re-enter  after  finishing the childrearing.  Namely, entry

into and  separation  from  the labor markets  at  eaeh  life stage  have been more

frequent, It has, therefore,  become rnore  and  more  important  to  analyze  the

women's  occupational  achievement  from  the  viewpoint  of  life history approach.

  Women's  occupational  careers  main!y  consist  of  two  phases. One  is the pri-

mary  career  from entry  into the lacbor markets  after  completing  school  educa-

tion to separation  frorn them  for marriage,  childbirth  and  childrearing,  and  the

other  is the secondary  career  after  re-entry  into the labor markets  after  finish-

ing childrearing.  The  study  of  women's  occupational  achievement  to  date is

used  to fecu£  on  the  continuation  of  career.  But  this paper  claims,  in addition

to this, that  the  examination  of  the  linkage between  the  two  careers  is more

important  as  the  problem  of  women's  work  careers.

Female Occupational Aspirations : Thier Background,

Component, and  Relation to the Life Course

                                Keiko Nakayama  Watanabe

                                          (Niigata Univer$ity)

  Female  life cQurses  exhibit  many  patterns, and  these cannot  be analyzed  as

they  can  for males,  using  one  model  of  graduation  from  school  and  then  work-

ing continuously.  Some  females become  housewives without  entering  the  labor

market,  while  others  work  for a  period,  marry  and  bear children,  and  then  re-

enter  the  market  later. In short,  female's work  life is closely  associated  with

their home life and  with  life events  they  experience  as  female. Female aspira-

tions  arise  from the  cornbination  of  occupational  and  marital  aspirations.  In par-

ticular, fema]e marital  aspirations  in Japan have certain  characteristics.

  This paper  considers  these issues for a  sample  of  fernales with  high occupa-

tional attainment,  namely  female executives,  in Tokyo  and  New  York.
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